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	この遺伝子によってコードされるタンパク質はDEAD様ヘリカーゼスーパーファミリーに属し、DNAの相同組換えおよび修復に関与することが知られているタンパク質であるサッカロミセス・セレビシエ（Saccharomyces cerevisiae）のRad54と類似性を共有しています。このタンパク質は、DNA二本鎖切断の相同組換え関連修復において役割を果たすことが示されている。このタンパク質が二本鎖DNAに結合するとDNAトポロジーの変化が誘発され、相同DNAのペアリングが促進され、DNA組換えが刺激されると考えられています。選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年12月],疾患：RAD54Lの欠陥は腫瘍形成の原因となる可能性があります。原発性腫瘍のごく一部に変化が見られますが、これらの知見は発癌の根底にある遺伝的不安定性に関する新たな知見をもたらします。,機能：DNA修復および有糸分裂組換えに関与する。組換えDNA修復（RAD52）経路において機能する。RAD51をdsDNA上に形成された核タンパク質フィラメントから解離する。RAD51タンパク質-dsDNAフィラメントのターンオーバーに関与している可能性がある（類似性に基づく）。哺乳類細胞におけるテロメア長維持およびテロメアキャッピングにおいても重要な役割を果たす可能性がある。,誘導：細胞周期の他の期と比較して、G1期後期では発現が約3倍増加する。,類似性：SNF2/RAD54ヘリカーゼファミリーに属する。,類似性：ヘリカーゼATP結合ドメインを1つ含む。,類似性：ヘリカーゼC末端ドメインを1つ含む。,サブユニット：NH2末端ドメインを介してRAD51と相互作用する。,
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	RAD54抗体を用いたHeLa細胞、Jurkat細胞、および293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

